
　

近
年
、
高
齢
者
や
身
体
に
障
害

の
あ
る
方
が
不
便
を
感
じ
な
い
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
、
道
路
や
公

共
交
通
機
関
、
建
物
の
設
計
な
ど

を
工
夫
す
る
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
公
共
施
設
や
学
校
、
歩
道

な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

に
努
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ

の
う
ち
「
超
低
床
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

バ
ス
」
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
民
間
バ
ス
事
業

者
に
対
し
て
、
国
と
市
が
車
両
購

入
費
の
一
部
を
補
助
を
し
て
運
行

す
る
も
の
で
、
平
成
十
一
年
度
か

ら
始
め
ま
し
た
。
市
内
の
バ
ス
路

線
の
う
ち
、
泊
山
医
療
セ
ン
タ
ー

線
、三
重
団
地
笹
川
線
に
次
い
で
、

今
年
度
は
羽
津
山
・
市
立
病
院
線

に
そ
れ
ぞ
れ
二
台
ず
つ
運
行
し
て

い
ま
す
。

　
「
超
低
床
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
」

は
、
そ
の
名
の
と
お
り
床
の
高
さ

が
一
般
の
バ
ス
よ
り
低
く
、
乗
降

口
に
段
差
の
な
い
車
両
で
す
。
ボ

タ
ン
操
作
で
車
体
を
七
セ
ン
チ
下

げ
た
り
、
乗
降
口
側
に
傾
け
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
高
齢
者
や
身
体
に
障
害
の
あ

る
方
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
安
全

に
乗
り
降
り
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

幅
の
広
い
ド
ア
を
採
用
し
、
乗
降

口
に
は
ス
ロ
ー
プ
板
を
装
備
し
て

い
ま
す
の
で
、
車
い
す
や
乳
母
車

で
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

運
行
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
方
の
利
用
に
便

利
だ
と
思
わ
れ
る
路
線
で
す
。
今

年
度
運
行
が
開
始
さ
れ
た
コ
ー
ス

は
、
市
立
病
院
〜
文
化
会
館
前
〜

近
鉄
四
日
市
東
〜
川
原
町
〜
金
場

町
〜
社
会
保
険
病
院
前
〜
羽
津
山

〜
大
谷
台
〜
垂
坂
〜
Ｊ
ヒ
ル
ズ
〜

東
芝
四
日
市
前
（
東
芝
四
日
市
前

は
平
日
の
み
）
で
、
全
便
の
半
数

に
当
た
る
一
時
間
に
一
、
二
便
が

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
と
な
り
ま
す
。

車
い
す
で
の
ご
利
用
の
際
に
は
事

前
に
電
話
に
よ
る
予
約
が
必
要
で

す
。

　

だ
れ
も
が
自
由
に
ま
ち
の
中
を

行
き
来
で
き
、
社
会
の
い
ろ
い
ろ

な
場
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
今

後
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
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1
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夏
に
三
重
県
庁
を
訪

れ
た
際
、
エ
ア
コ
ン
は

二
十
八
度
に
設
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
間
は
庁

内
の
照
明
を
極
力
つ
け
ず
、
審
議

会
な
ど
の
会
議
で
も
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
が
実
践
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
省
エ
ネ
に
対
す
る

県
庁
の
先
進
的
か
つ
率
先
し
た
取

り
組
み
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

四
日
市
市
で
も
省
エ
ネ
の
対
策

は
講
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
三
重
県
の
取
り
組
み
と
比
較

す
る
と
ま
だ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
省
エ
ネ
の
徹
底
を
要
望

し
ま
す
。

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
・
男
性
）

　

本
市
で
は
、
市
役
所

も
一
つ
の
事
業
所
と
し

て
環
境
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
を
進
め
よ
う
と
、
市
役
所

本
庁
舎
と
北
館
、
市
営
中
央
駐
車

場
を
対
象
に
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
平
成
十
二
年
二
月
に

は
環
境
管
理
の
国
際
規
格
で
あ
る

Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
の
認
証
を
取

得
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
の
中
で
、
市
役
所
か
ら
発
生
す

る
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
冷
房
温
度
は
二

十
八
度
に
、
暖
房
温
度
は
二
十
度

に
設
定
す
る
と
と
も
に
、
昼
休
み

こえ� コエ�

　今回は、今年度の市政モニターの方
からお寄せいただいたご意見・ご要望
の中から抜粋・要約したものを掲載さ
せていただきます。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

継
続
的
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
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予算化された新たな事業

事業の途中経過

特集のその後

 
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

 
三
路
線
で
「
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
」
を
運
行
中

市から

ご意見
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市
民
活
動
団
体
に
対
し
て
資
金

面
で
援
助
す
る
「
四
日
市
市
民
活

動
フ
ァ
ン
ド
」
が
平
成
十
二
年
度

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
内
の
市
民
活
動
を
活
発
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
、
立
ち

上
が
り
期
助
成
と
し
て
一
事
業
に

つ
き
五
万
円
以
内
、
確
立
期
助
成

と
し
て
一
事
業
に
つ
き
二
百
五
十

万
円
以
内
（
十
四
年
度
以
降
変
更

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

二
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、

三
月
五
日
か
ら
五
月
七
日
ま
で
助

成
事
業
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

応
募
の
あ
っ
た
十
の
事
業
に
つ
い

て
、
公
開
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
（
実
施
し
た
い
事
業
に
つ
い
て

の
説
明
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
六
つ
の
団
体
に
助
成

が
決
定
し
、
現
在
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
助
成
団
体
と
事
業
内
容

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

来
る
十
一
月
十
七
日
（
土
）
に

は
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
う
ち
、
す

で
に
完
了
し
た
事
業
と
取
り
組
み

中
の
事
業
の
報
告
や
、
市
民
活
動

フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。時
間
は
、

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
約
二
時
間

程
度
で
、
場
所
は
な
や
学
習
セ
ン

タ
ー
（
蔵
町
四－

十
七
）
の
音
楽

室
で
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
市
民
活
動
フ
ァ
ン

ド
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
寄
付

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
い

合
わ
せ
や
寄
付
の
受
け
付
け
は
、

市
役
所
市
民
生
活
課
（
�　

－

8
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1
1
7
）
ま
た
は
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
な
や
学
習
セ
ン
タ
ー
2
階

�　

－

0
2
0
1
）
へ
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の
消
灯
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
間
引

き
運
転
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の

夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
の
実
施
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

今
年
度
は
平
成
十
年
度
の
実
績
に

比
べ
て
電
気
使
用
量
を
一
％
、
ガ

ス
使
用
量
を
五
％
削
減
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
再
生
紙
の
利
用
、
両
面
コ
ピ

ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
、
環
境

に
配
慮
し
た
工
事
の
推
進
な
ど
に

も
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
が
自

主
的
に
通
勤
自
動
車
の
使
用
を
自

粛
す
る
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
毎

月
二
日
設
け
る
な
ど
、
市
を
挙
げ

て
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
認

証
取
得
対
象
以
外
の
市
施
設
（
保

育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
水
道

局
、
消
防
署
な
ど
約
二
百
施
設
）

に
つ
い
て
は
、
今
年
七
月
に
四
日

市
市
役
所
版
の
環
境
管
理
シ
ス
テ

ム
「
Ｙ
Ｓ
Ｏ
」
を
構
築
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
の
特
性
に
合
わ
せ
て

本
庁
舎
と
同
様
に
環
境
負
荷
の
低

減
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
昼
休

み
の
消
灯
に
つ
い
て
も
、
戸
籍
や

税
、
年
金
、
福
祉
な
ど
の
窓
口
業

務
な
ど
は
昼
休
み
の
間
も
行
っ
て

お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か

ら
消
灯
を
徹
底
す
る
に
は
制
限
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
ご
指
摘

の
よ
う
に
三
重
県
の
取
り
組
み
状

況
と
比
べ
て
「
ま
だ
ま
だ
」
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
今
後
、
さ
ら

に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
中
に
も
、

環
境
問
題
に
対
し
て
先
進
的
な
取

り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
方
が
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
市

で
は
、
市
役
所
で
の
取
り
組
み
が

さ
ら
に
市
民
の
み
な
さ
ん
に
広
が

り
、
地
球
環
境
の
保
全
へ
と
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
三

重
県
北
勢
県
民
局
と
協
働
で
、
市

民
版
の
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
も
言
え
る

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
計
画
」を
策
定
し
ま
し

た
。
現
在
、
こ
の
計
画
に
は
、
市

内
や
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
か

ら
千
を
超
え
る
家
族
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
参
加
家
族
を
募
集
し
て
い
き

ま
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
に
基
づ
く

取
り
組
み
や
Ｙ
Ｓ
Ｏ
の
取
り
組
み

は
、
い
ず
れ
も
継
続
的
に
改
善
を

目
指
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴

き
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
課
（
市
役
所
5
階　
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市
民
活
動
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　

中
間
報
告
会
開
催

●助成団体と事業内容�
�

ＰＰＫ四日市�

バリアフリー・�
アドバイザー�
北勢地区連絡協�
議会�

植えるｃｏｍｅ�
かわしま�

クアルト・メル�
カート�

クロスポイント�

さくらインター�
ネットサークル 

団体名� 事 業 内 容�

高齢者や初心者を対象に、市民同士で教えあう形
式により、パソコンなどのＩＴ講習会、交流会、個
別講習を行います。�

市民を対象に、市民生活に役立つ情報を発信する
ためのメディア（情報伝達手段）入門講座を開催
します。�

自分たちの地域を見つめ直したり、問題意識を持
っていただいたりするきっかけづくりとして、児
童を含む市民を対象に、地域の大切な建物でもあ
る亀山製絲㈱室山工場（室山町）の写生大会を行
います。�

地域のコミュニティ形成と美しいまちづくりを
目指して、地域の中でハーブを育ててガーデニン
グを行います。�

障害者や高齢者の意見が反映されたバリアフリ
ーのまちづくりを進めるため、市内および周辺に
おける公共施設のバリアフリー化の進捗状況を
実地調査します。�

地域の中学生や高齢者とともに里山保全活動を
行い、伐採した竹を使って炭づくりを行います。
その作業場として「夢工房」と名付ける小屋を建
設し、高齢者と子どもたちの交流の場にします。�
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